
Ξ = 次 の 問 題 文 を 読 ん で 、 後 の 問 い ( 問 一  S 問 十 三 に 答 え な さ い 。

「 旦 邑 の 経 済 か ら 「 質 」 の 経 済 へ と 移 行 し 、 「 所 有 」 「 価 値 」 「 交 換 」 と い う 現 象 が 変 化 し て い る た

め 、 新 し い 経 済 の 台 票 唱 え ら れ て い る 。 「 所 有 」 に 対 し て 、 シ エ ア リ ン グ ・ エ コ ノ ミ ー や コ モ

ン . エ コ ノ ミ ー が 唱 え ら れ 、 ま た 「 交 換 」 に 対 し て 、 ギ フ ト ・ エ コ ノ ミ ー 、 さ ら に は 循 環 型 経 済 が

唱 え ら れ て い く 。 し か も 、 こ う し た 新 し い 経 済 の 登 場 は 、 情 報 通 信 技 術 の 八 元 展 に ょ る コ ミ ユ ニ ケ ー

シ ョ ン の 拡 大 と 結 び つ い て い る 。

し か し 、 情 報 通 信 技 術 の 発 展 に ょ る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 拡 大 は 、 存 在 欲 求 に 対 し て ^ と

し て 機 能 す る 。 人 間 と 人 問 と が 調 和 し 、 愛 し 合 う 方 向 で 機 能 す る こ と も あ れ ば 、 怒 り や 憎 し み を 煽
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り 、 所 有 欲 求 の 追 求 へ と 駆 り 立 て て い く 場 合 も あ る か ら で あ る 。

も ち ろ ん 、 存 在 欲 求 と は 人 間 と 人 問 、 さ ら に は 人 間 と 自 然 と の 生 命 の 触 れ 合 い で 充 足 さ れ る 。 そ

*

れ 故 に 生 命 体 に 蓄 積 さ れ た エ ク セ ル ギ ー の 価 値 を 重 視 す る こ と に な る 。 し た が っ て 、 情 報 通 信 技 術

き ず な

も 人 間 の 生 命 活 動 と し て の 紳 を 取 り 戻 す た め に 導 入 さ れ な け れ ぱ な ら な い の で あ る 。

そ う だ と す れ ば 、 「 量 」 の 経 済 を 「 質 」 の 経 済 に 移 行 さ せ る と い う こ と は 、 所 有 欲 求 を 充 足 す る

た め に 、 大 量 生 産 ・ 大 量 消 費 を 目 指 す よ う な 経 済 か ら 転 換 し 、 人 問 の 生 命 の 再 生 と 、 そ れ を 支 え る

自 然 の 自 己 再 生 力 を 取 り 戻 す こ と を 意 味 し て い る 。 つ ま り 、 人 間 の 生 命 活 動 の た め に 自 然 に 働 き か

け る 経 済 シ ス テ ム を 、 人 間 の 生 命 活 動 の 論 理 に 従 わ せ る こ と だ と い っ て ょ い 。 人 間 の 生 命 活 動 の た

め の 基 礎 的 二 ー ズ を 優 先 的 に 充 足 す る と い う こ と は 、 所 有 欲 求 を 野 放 し に せ ず に 、 人 問 と 人 間 、 人

間 と 自 然 と が 調 和 す る こ と に ょ っ て 充 足 さ れ る 存 在 欲 求 を 追 求 し て い く こ と を 意 味 し て い る 。

甲 喧

地 域 共 同 体 と い う 社 会 シ ス テ ム で は 、 構 成 員 が 家 族 内 部 、 さ ら に は 家 族 間 の 自 発 的 恊 力 に ょ っ、 、 、 、 ( ア ) 1 、 、

て 、 生 活 を 保 障 し 合 っ て い る 。 つ ま り 、 家 族 内 部 や 家 族 間 の 自 発 的 協 力 で あ る 相 互 フ ジ ョ や 共 同 作

業 に ょ っ て 生 命 活 動 の 基 礎 的 二 ー ズ を 充 足 し て い く 。 【 ① 】 も ち ろ ん 、 こ う し た 自 発 的 協 力 で 基 礎

的 二 ー ズ が 充 足 で き な い 場 合 に は 、 構 成 員 に ょ る 共 同 意 思 決 定 に も と づ い て 、 政 治 シ ス テ ム に ょ る

強 制 的 協 力 で 充 足 す る こ と に な る 。 【 ② 】

地 域 共 同 体 の 生 命 活 動 に 必 要 な 生 産 物 は 、 地 域 の 白 然 に 働 き か け て 経 済 シ ス テ ム が 創 り 出 す 。

【 ③ 】 そ う し た 生 産 活 動 に 必 要 と さ れ る 、 共 同 で 利 用 す る 施 設 な ど の 建 設 や 管 理 な ど も 、 地 域 共 同

体 の 構 成 員 あ る い は 家 族 の 自 発 的 協 力 に ょ っ て 実 施 さ れ る 。 【 ④ 】

B
と こ ろ が 、 要 素 市 場 が 存 在 す る 市 場 社 会 で は 、 生 活 の 「 場 」 と 生 産 の 「 場 」 が 分 離 し て い る こ と

を 忘 れ て は な ら な い 。 そ の た め 前 近 代 社 会 を 理 念 型 と し て 想 定 で き る よ う に 、 地 域 に 固 有 な 自 然 環

境 に 抱 か れ て 、 生 産 活 動 と 生 命 活 動 と し て の 生 活 が 統 合 し て 行 わ れ る 地 域 共 同 体 は 崩 れ て い か ざ る

を え な く な る 0 、 、 、 ( イ ) 1  、 、 、

要 素 市 場 が 存 在 し 、 工 業 を キ バ ン と し た 市 場 社 会 が 成 立 す る と 、 自 然 に 働 き か け る 手 段 で あ る 機

* C

選 埜

「 ↓ 武 怯 膳 議 、 芹 惑 」
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兪 の 醤

( 1 ) 問 題 文 に お い て 主 旨 を 展 開 す る 前 提 と な っ て い る こ と を 、 次 の ① S ④ の 中 か ら 一 つ 選 び 、

解 答 記 入 欄 ^ に マ ー ク し な さ い 。

⑲ ご

現 代 の 国 語 , 一 磊 文 化

@  J )

① 人 工 衛 星 の 数 は 、 衛 星 コ ン ス テ レ ー シ ョ ン の 器 サ ー ビ ス の 向 上 に ょ っ て 急 増 し た 。

②  6 千 機 以 上 が 打 ち 上 げ ら れ て い る ス タ ー リ ン ク は 、 巨 大 な 器 網 の 要 と な っ て い る 。

③ 人 工 衛 星 の 増 加 に 伴 っ て 通 信 網 が 拡 大 し 、 ス ム ー ズ な 情 報 共 有 が 可 能 に な っ た 。

④ 現 在 、 世 界 で 運 用 中 の 人 工 衛 星 は 約 9 千 基 で 、 過 去 W 年 で 約 Ⅱ 倍 に 増 加 し て い る 。

⑧  H )

( 2 ) 問 題 文 の 縞 を 導 く 根 拠 と し て 正 し い も の を 、 次 の ① S ④ の 中 か ら 一 っ 選 び 、 解 答 記 入 欄

桧 に マ ー ク し な さ い 。

① 低 軌 道 に 人 工 衛 星 が 打 ち 上 げ ら れ る こ と で 、 観 測 画 像 へ の 映 り 込 み や 天 体 と の 重 な り

等 、 天 文 学 に 今 後 影 響 が 出 始 め て く る と 推 測 さ れ る 。

② ス タ ー リ ン ク 衛 星 は 災 害 時 に 大 き な 効 果 を 発 揮 し 、 通 信 の 寸 断 さ れ た 被 災 地 域 で の 医

療 活 動 を 支 え る 役 割 を 果 た し て い る 。

③ 人 工 衛 星 は 肉 眼 で 見 え る ほ ど 明 る い も の も あ る が 、 天 文 学 へ の 影 響 が 大 き い 地 球 低 軌

道 へ の 衛 星 群 の 打 ち 上 げ が 各 国 で 検 討 さ れ て い る 。

④ 災 害 時 や 医 療 活 動 の サ ポ ー ト を 始 め と し た 通 信 事 業 の 拡 大 が 求 め ら れ 、 人 工 衛 星 の 打

ち 上 げ 数 は 今 後 も 増 加 す る 見 込 み で あ る 。

@ 斗 )

( 3  問 題 文 の 結 論 と し て 正 し い も の を 、 次 の ① S ④ の 中 か ら 一 つ 選 び 、 解 答 記 入 欄 田 に

マ ー ク し な さ い 0

① 増 加 す る 人 工 衛 星 の 光 跡 が 天 体 観 測 に 影 響 を 与 え 、 観 型 ー タ の 有 効 性 の 低 下 や 観 測

経 費 に お け る 損 失 額 の 増 加 が 見 込 ま れ て い る 。

② 国 際 天 文 学 連 合 は 人 工 衛 星 の 増 加 に ょ っ て 天 文 学 へ の 光 害 が 拡 大 す る こ と を 懸 念 し て

お り 、 低 軌 道 衛 星 の 数 を 制 限 す る よ う 求 め て い る 。

③ 世 界 的 な 人 工 衛 星 の 増 加 は 通 信 や 災 害 対 策 に お い て は 有 益 で は あ る が 、 そ の 品 質 に は

課 題 が あ る た め 手 放 し で 喜 ぶ こ と は で き な い 。

④ 人 工 衛 星 の 光 跡 に ょ り 観 測 で き る 星 の 数 が 減 少 す る と 見 込 ま れ て お り 、 観 測 に か か る

費 用 に つ い て 、 年 間 損 失 額 の 補 填 を 求 め て い る 。

@
⑲

@
⑲
@

@
@
⑧



次 の 問 題 文 を 読 ん で 、 後 の 問 い ( 1 ) S ( 3 ) に 答 え な さ い 。

現 在 、 世 界 で 運 用 中 の 人 工 衛 星 は 約 9 千 基 。 内 閣 府 に ょ る と 、 訟 年 に 打 ち 上 げ ら れ た 衛 星 な ど

は 世 界 で 2 3 6 8 機 で 、  W 年 で 約 H 倍 に 増 加 し て い る 。

増 加 の 中 心 を 占 め る の が 、 基 地 局 と な る 多 数 の 衛 星 を 打 ち 上 げ て 、 連 携 さ せ て 高 速 で 大 容 量 の

け 人 い 人

通 信 サ ー ビ ス を 提 供 す る 「 衛 星 コ ン ス テ レ ー シ ョ ン 」 だ 。 牽 引 す る の が ア メ リ カ の 人 工 衛 星 シ ス

テ ム の 「 ス タ ー リ ン ク 」 で 6 千 機 以 上 が 打 ち 上 げ ら れ て い る 。 今 後 4 万 2 千 基 の 巨 大 な 通 信 網 の

構 築 を め ざ し て い る 。

こ れ ま で の 調 査 に ょ る と 、 ス タ ー リ ン ク 衛 星 の 明 る さ は 2 S 7 等 級 。 肉 眼 で 見 え る ほ ど 明 る い

も の も あ る 。

ス タ ー リ ン ク は 災 害 時 に は 大 き な 効 果 を 発 揮 し て い る 。 今 年 1 月 の 能 登 半 島 地 震 で は 、 通 信 基

地 局 が 被 害 を 受 け 、 被 災 地 の 通 信 は 寸 断 さ れ た が 、 避 難 所 な ど に ア ン テ ナ が 提 供 さ れ 、 通 祭 可

能 に 。 災 害 医 療 派 遣 チ ー ム 「 D M A T 」 謬 療 デ ー タ の 伝 送 や ウ エ ブ 会 議 に 使 用 す る な ど 、 被 災

地 で の 医 療 活 動 を 支 え た 。

地 球 上 ど こ で も 通 信 を 可 能 に し よ う と 、 ス タ ー リ ン ク を 運 営 す る 企 業 は 高 度 約 5 5 0 キ ロ と

つ た 地 球 低 軌 道 に 多 く の 衛 星 を 網 の 目 状 に 張 り 巡 ら せ る 。 欧 米 や 中 国 、 日 本 企 業 も 、 低 軌 道 へい
の 衛 星 群 の 打 ち 上 げ や 検 討 を 進 め る 。

だ が 、 低 軌 道 の 衛 星 が さ ら に 増 え れ ば 、 天 文 学 へ の 光 害 の 影 響 は 大 き く な る 。 国 際 天 文 学 連 合

( 1 A U ) は 衛 星 の 明 る さ を 制 限 す る よ う 求 め て い る 。

ワ イ の す ぱ る 望 遠 鏡 の 広 視 野 望 遠 鏡 で は 、 観 測 画 像 の 約 W 枚 に 1 枚 の 割 合 で 人 工 衛 星 が 映 りハ

こ ん で い る と い う 。 光 跡 が 観 測 対 象 の 天 体 と 重 な っ て し ま え ば 、 観 測 デ ー タ と し て 使 え な く な

る 。 器 年 3 月 に 発 表 さ れ た 論 文 に ょ る と 、 チ リ で 建 設 中 の べ ラ ・ ル ー ビ ン 天 文 台 で は 、 今 後 W 年

間 で 観 測 で き る 星 の 数 が 7  ・  5 % 減 少 す る と 見 込 ま れ る 。 観 測 に か か る 費 用 が ふ く ら み 、 年 間 損

失 額 は 約 2 1 8 0 万 ド ル に な る と 試 算 す る 。
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1  - 心 1

δ 仁 ¥ 、 司 ゆ W - 、 仂 9 M 1 , ら 「

ヤ ず N + 、 ン 一 W + 、  0 = ー 、 仂 0 、 ,

@ )

1 罵 兪 洗 洲

1 墨 武 洗 洲

H 器 兪 洗 洲

又 )
隱 洲

1 暴 兪 洗 洲

隱 洲

( ↓ )

U 暴 兪 洗 洲

洗 洲
河 泳

又 )

1 罵 兪 洗 洲

1 墨 代 洗 洲

U 暴 兪 洗 洲@
@
⑧

⑧
⑲

問

@
⑲
@



(フ)下線を引いた物質が還元剤として働いてぃるものは[1^である。

[1^の解答群

化学基礎,化学

① S02 + C12 + 2H20

② S02 + 2H2S ーーーーーヨ、

③ H202 + 2HI ーーーー→、

④ H202 + 2Na1 十

⑤ H202 + S02 ーーーーーヲ卦

罫七令宜耀、如耀以¥

(内)暴儀@城照築閧塾莟円一駄ヤ廻AI'+処い&綜燮g顎潔¥令=、Kへ条矩洲廻製倉' D＼"入

@劃製鼎貿@昂ゞ条'甜劃雫k榔や,U仁、Yi＼劃製U興和鄭>鄭穣は援却条穐稗゜[1豆ヨ

@罫や@D＼・・入劃製翼廷'閧盤益一g城唄一峠や暴ゞ条劃製恕逮肆剖以§廻長゛ρ丈瓢二゜

⑧←鯵いP綜燮二HいY'か←入@鮒製暴餐令城唄条一峠ヤ廻才Kへ契運榔限饗四や゜

@ W製■YひY入矧劃製ヤ迎々倉ごぜ'城唄@円峠細週V救端条隆laKや穐櫓心゜

@鼎儀令城唄条閧越蚕一一峠ヤ過AI'かヤ入@劃製忌鬮和瓢S鼎餐条婆,足限饗四心゜

(M)国迷劃婆ぐーや＼・K-1入岡怠@緩剖鮒婆ヤ限令型裳ρ3A1和度.Y二,廻条';ト半ヤ入剖脚橿

朴即和,稗り田や'緩剖撫肋剣倉廻 1洲、い@樂異四輝肋冊@＼'K-1入ρ々鞭図細照熱.'

択督冷熟令¥1卜K"・剖劃櫨や舶廻ぐ一契霊潔和丈々゜[1^

@退傑@国送劃寳ぐ一越'岳温辧即細■鄭§二鯵撫肋冊条題二撫>咽今gY小K"・剖劃

怪ヤ廻り田ぜや肋瓢S゜

@案々忽置潔XU丈々ぐ一鯵' XU榔和榔瓢緩@図獣細総霊ヤ限りAJや'揮肋冊@＼"K-1入

Uya3鞭図令¥1卜K4・剖劃婆や肋廻゜

@埋肋冊@植図細Ⅸ登ρ突ヤ小K"・剖劃婆ヤ稗二廷'ぐ一忽撫肋冊e 1洲、◇令辻国冊

豊細辧即和■廻り田条゛部や侭廻゜

@岳温朴即細=配鯵'撫肋刈倉限勾A}Uぐ一条畷翅鄭巡図剖窒獣ρ' N丈・二起いYY

K-1入用Sト@~r1卜K4・、N繹>IJAJ笙マや舗Uト@゜

(8) 0.50movLの水酸化ナトリウム水溶液10omL をより正確に調製する方法として適当な

ものは[11亘1ヨである。

[1^の解答群
①天秤を用いて0.50gの水酸化ナトリウムをビーカーにはかりとり,純水を

99.5 g加える。

②天秤を用いて20gの水酸化ナトリウムをビーカーにはかりとり,70mL程度の

純水を用いて溶解する。その後,ビーカー内の水溶液をすべて10omLのメスフラ

スコに入れ標線まで純水を加える。

③天秤を用いて2.ogの水酸化ナトリウムをビーカーにはかりとり,純水を

10omL加えて溶解する。

④天秤を用いて0.50mLの水酸化ナトリウムをビーカーにはかりとり,10omLの

目盛りまで純水を加える。

⑤天秤を用いて2.ogの水酸化ナトリウムをビーカーにはかりとり,70mL程度の

純水を用いて溶解する。その後,ビーカー内の水溶液をすべて10omLのメスフラ

スコに入れ標線まで純水を加える。

-15-

2H20

2H20

H2S04

H2S04

ーーーー→、 2HCI + H2S04

十 3S

十 12

-48-

ーーー-フヲ. 12 + 2H20 十 Na2S04

単体のナトリウムと反応しないものは区1^(9) C"川0の分子式をもつ化合物のうち,

つある。

区,^の解答群
⑥⑤④ 6③② 54①1 32

〔1D Ke置二(置 1 -置11)ご即,K絶扣二゜

歪 I Kg厘翠以(ー)ー(M)忽い二,Y' bく植怠陛四ρY田ρ3゛@側' N丈和丈Ke@ー@@丑

←1い、い那'駿地船く羅[1^一区ーaw-一瓢和二゜

(ー)越珊@K肋鄭酬起膿姻剖獅長,父々轡忽製無叫墜訳樹製りヤ条' N@智温@一田y提々鄭3

霽歴や'醐@霊稗和廷冒窒択や,100塑閣塾塑>鄭廻゜[1^

@製薫叫墜潔条鼎肋氾四橿二起' N@醐令電舶条軍霽五や狐麺X契永ヤ廻゜

⑧度黙択や令酬令冨過和越'入1@叫ゆ鞭姻四温忽鯉Y限N I 00塑黙越冨限二゜

@穀案醐唆潔細製りヤ醐型越珊条K肋>'膿姻条樂廻橿U塑>鄭廻゜

@欺娼剖置製Uρ製酬廷'網く無塑>鄭いY異四一田巡U穀案叫墜潔剖製りヤ゜



胆卜d K@(ー)・(閧)@耀這@翅二欠A1■Yゆい田ゆ鬮魯鄭ゆ@細' N丈即二K@@ー@@丑異

゛1い、い麹給'職地碇く駆^・1^W一へρ鄭和3゜

(ー) Y 11,入卜小ト

罫七令回耀、如耀以翠

小Yて会@＼・・小入ト、1＼U馴1豊ヤ限゜

誠ぐ口g＼・1卜入ト、ト剖職廻゜
H榔

蝉今＼・・11,入卜 H、1＼ U 榔・、it 洲N 瑳いゞて゜

振ρ3Y1レ入ト、ト側N釈ヤ限゜

(閧)毎刈霊

血匙U区異いY擬刈岳忽督出剖刈倉Y3>゜

擬製岳郡督埒y滞ゆい二Y二公鄭3゜

並冥条鄭二@や擬剣盆怠女之士H,0゜

喩巡迦細柵ぐP四蔓製留鄭キくK細立無ヤ゜
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ao)セッケンと合成洗剤に関する記述として正しいものは[1^である。

[1^の解答群
①セッケンは油脂からつくられ,水溶液は酸性を示す。

②セッケンは泡立ちがよく,硬水中でも洗浄力は低下しない。

③セッケンと合成洗剤はともに界面活性作用をもち,水中でミセルを形成する。

④合成洗剤は石油からつくられ,カルシウムイオンなどにより沈殿しゃすい。

⑤セッケンは親水基と疎水基をもつが,合成洗剤は親水基しかもたない。

化学基礎,化学

al) 2・プロパノールを十分に酸化して生じる物質についての記述として正しいものは

[1^である。

[1^の解答群
①分子量が60である。

②酸性の物質である。

③水には溶けにくく,有機溶媒に溶けやすい。

④カルボキシ基をもつ。

⑤ヨードホルム反応を示す。

-47-

(12)アミノ酸に関する記述として間違っているものは[11j^である。

[1^の解答群
①アミノ酸を水に溶かした際に生じる正・負の両電荷をもつイオンを双性イオンと

呼ぶ。

②アラニンは光学異性体をもつ。

③ 1つのアミノ酸のカルボキシ基と,もう 1つのアミノ酸のアミノ基が脱水縮合し

たときに生じる結合を,ペプチド結合という。

④等電点はすべてのアミノ酸で同じ値である。

⑤α・アミノ酸にニンヒドリン試薬を加えて加熱すると,呈色する。

@
@
@
@

@
@
@
@



[ N ] § 同 1 同 g バ 昇 雛 ず 歴 躍 二 辻 小 § 演 嘆 琶 テ ー 0 1 籬 g

ホ δ 畔 如 " 演 峨 融 > 声 内 4 1 § d 呼 欲 f o

針 慈 兪 畍 醤 》 、 Φ 、  0  弄 f " 辻 ず 辻 州 § 山 ρ = 、 o d 兇 吠 辻 小 洲 墜 荒 A 冥 洲 d 圃 小 0  小

辻 水 ぎ 敞 匝 4 Y 辻 > 曼 一 ) J 卜 S ↓ 寺 辻 C 牙 魂 熱 d 墨 武 一 小 Ⅳ 兪 の 書 口 、  m 、 ヤ 化 必 0 汁 0

兪 惑 隣 纛 、 戻 惑

( 一 ) 醗 酬 鷲 § ミ 涯 二 桜 化 又 需 ゛ づ ふ き 昇 ^ d 裳 0

同 ミ 峨 縦

@ 入 Y き S 一 入 バ S 河 、 弄 、 回 ! 羔 圖 汁 π 弐 譜 一 小 0

⑲ ゞ H ＼ ー や § 語 ミ 海 刈 二 書 吠 武 噐 、 口 命 S 辞 淫 勤 肝 d 小 0

@ え Y 武 Y π 粋 専 随 " 氏 《 ミ ぷ 筋 洲 墜 高 耿 俸 小 代 、 > M 中 ◇ 司 口 や 、 ロ > M 中

Y 辻 ' d 小 0

⑧ 中 一 ) + 寺 裂 n 浦 牙 零 隱 墜 高 吠 武 小 代 、 鵬 如 咲 隱 X ゛ § ' d 小 0

@ ゞ H ＼ ー や 昇 H 瓣 迅 π 昇 ゞ X Y 鉾 令 " ◆ 畍 瓢 吠 辻 小 0

( ご 口 弄  m 、 ヤ π 冥 入 バ 洗 洲 ミ ー 0 ゞ ミ " 0 斗 0  " 汁 、  m  敞 碧 一 小 代 器 π 辻 州 Σ d 諏

ミ 膚 6 0 汁 0

》 弄 ^ d 部 δ 、 四 弄 ^ d 議 0

同 叶 同 S 護 熱

@

δ 炉/
＼

⑧

問 三 次 の ( 1 ) ・ ( 2 ) の 説 明 に あ て は ま る も の を 、 そ れ ぞ れ 次 の ① S ④ の 中 か ら 一 つ ず っ 選 び 、

解 答 記 入 欄 ^ ・ ^ に マ ー ク し な さ い 。

⑲ 一 @ 一
δ 炉/

＼

炉 δ

( 1 ) 心 か ら の 深 い 交 際 の こ と

① 類 は 友 を 呼 ぶ

② 血 は 水 よ り も 濃 い

③ 竹 馬 の 友

ふ ん け い

④ 刎 頸 の 交 わ り

@

現 代 の 国 語 , 一 磊 文 化

( 2 ) 見 か け は 異 な っ て い る が 中 身 は 同 じ で あ る こ と

① 同 工 異 曲

② 呉 越 同 舟

③ 異 口 同 音

④ 付 和 雷 同

問 四 類 義 語 の 組 み 合 わ せ と し て も っ と も 適 切 な も の を 、 次 の ① S ④ の 中 か ら 一 つ 選 び 、 解 答 記 入

欄 ^ に マ ー ク し な さ い 。

公 益
積 年

な こ り

名 残
入 念

1 心 の ー

公 算
隔 年
余 韻
用 意

＼
/

ぐ
)
工 CO

(、 工

④
③
②
①



口 〕 次 の 問 い ( 問 一  S 問 五 ) に 答 え な さ い 。

問 一 次 の ( 1 ) ・ ( 2 ) の 需 や 故 事 成 語 の 説 明 と し て も っ と も 適 切 な も の を 、 そ れ ぞ れ 次 の ① S

④ の 中 か ら 一 つ ず つ 選 び 、 解 答 記 入 欄 田 ・ 目 に マ ー ク し な さ い 。

現 代 の 国 語 , 一 磊 文 化

( 1 ) 逐 電
① こ ま め に 連 絡 を す る こ と

② 休 養 し て 活 力 を 回 復 さ せ る こ と

③ 行 方 を く ら ま し て 逃 げ る こ と

④ 空 い た と こ ろ を 詰 め て ふ さ ぐ こ と

( 3  屋 上 屋 を 架 す

① 無 駄 な こ と を す る た と え

② 気 の 利 い た こ と を す る た と え

③ 浪 費 を す る こ と の た と え

④ 用 心 を 重 ね る こ と の た と え

問 二 次 の 四 字 熟 語 の 空 欄 に あ て は ま る も の を 、 次 の ① S ④ の 中 か ら 一 つ 選 び 、 解 答 記 入 欄

3  に マ ー ク し な さ い 0

暗 中 飛 口

① 翔
② 行
③ 程
④ 来

し ょ 、 つ

( W ) 口 系 罵 牙 洲 二 き 卜 墜 高 吠 畔 小 § ミ 肝 α 汁 0  肝 d g 会 昇 ^ d ミ 0

同 S 演 眺 縦

@  H 墨 系 洲

戻 惑 膳 纛 、 共 惑

( ど ア " ↓ 寺 U 1 や 代 鄭 か 冊 ゆ 吠 武 小 氏 、 λ ; 託 プ や S 陸 並 N 呼 小 訓 辻 ぎ 論 ゛ 辻 斗 0

迎 f 汁 ↓ 二 1 や 昇 ^ d 裳 0

同 S 演 嘆 縦

@ ＼ 、 ＼ ー や @H 込 ＼ ー や ゞ H  ＼ ー 、 ぐ

⑧  H + ヤ Y 、 '  U 1 さ ↓ ぐ べ Y 隱

⑧ 隱 洲 @ 牙 洲 ⑧ X 込 Y @ 鵬 洲

@
⑲



[3]次の[1亙ヨ~[1^にあてはまる最も適当な答をそれぞれの解答群からーつずっ選び,
その番号を解答記入欄にマークしなさい。

気体A と気体 B から気体C が生成する反応がある。温度一定で, A のモル濃度[A]

と B のモル濃度山]を変化させた実験1~Ⅲを行った。それぞれ C の生成速度υを求め

たところ,下表のような結果が得られた。さらに,温度を変化させて実験を行った結果,温

度を 10K上げるごとにυは3倍になった。

化学基礎,化学

表

実験 [A]〔m01/L〕

また,下図はこの反応の進行に沿ったエネルギー変化を示したものである。

0.30

0.30

0.60

山]〔m01/L〕

1.2

0.60

0.60

υ〔m01/(L・S)〕

3.6 × 10-2

9. O × 10-3

1.8 × 10-2

反応物

(1)反応速度定数をえとして,υを反応速度式で表すと[1^となる。

[11^の解答群
h[瑚①υ=え[A] υ υ

④υ= h[A][B]' え[A]'[B]υ υ

α

h

生成物

図

反応の進行一→

C

国

「現代の国語,言語文化」
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言五
ロロ

え[A][B]

克[A了山]'

↑
工
、
不
ル
ギ
ー

一
一
=

③
⑥

=
=

②
⑤

1
 
Ⅱ
Ⅲ



山]が0.90 m01/しのときのυは^ m01/(L・S)である。( 2 )[A]が0.40m01/L,

[1^の解答群
① 1.フ× 10-2 2.2 × 10-2

⑤ 3.O × 10-2 3.2 × 10-2

化学基礎,化学

、は[1至◎ヨ倍になる。(3)反応容器を圧縮して全圧を 3倍にすると,

[1^の解答群
①3 6 9

υは[1^倍になる。(4)温度を 30K上昇させると,

区至iヨの解答群
①3 6 9

⑥

②

(5)図より,この反応の活性化エネルギーは[1^で表され, 逆反応の活性化エネルギー

は[1^で表される。

[1^と[1^の解答群
①α ②h a c

(ア)

2.5 × 10-2

3.6 × 10-2

③

②

増大する

変わらない

変わらない

変わらない

(イ)

④ 18

(6)触媒を用いてこの反応を行うと,反応の速度が著しく大きくなった。このとき,図中の
、

h 一αの値は(ア)。また,図中のα一 C の値は(イ)。(ア)と(イ)の組合せとして正

しいものは[1^である。

区i1ヨの解答群

③

2.フ× 10-2

3.9 × 10-2

変わらない

増大する

減少する

変わらない

-20-

⑤ 27

④ 18

③α-6

⑥ 54

⑤ 27

(ア)

減少する

減少する

減少する

増大する

増大する

④

⑥ 54

h - C

(イ)

増大する

減少する

変わらない

増大する

減少する

⑤ 6 -α

④
⑧

③
⑦

②
⑥

①
②
③
④
⑤

⑥
⑦
⑧
⑨



[4]次の[1酉ヨ~[三巨§1]にあてはまる最も適当な答をそれぞれの解答群からーつずっ選び,
その番号を解答記入欄にマークしなさい。

2023年度の日本の二酸化炭素の排出量は環境省の発表を参考にすると,9億8900万トン

であり,森林等の光合成による吸収量と呼吸による排出量は含まない値である。

晴れた日の1本のスギによる二酸化炭素の削減量の変化を図に棒グラフとして示す。スギ

は二酸化炭素の吸収を行うが,一方で常に呼吸により排出もしている。吸収量から呼吸によ

る排出量を引いた値を二酸化炭素の削減量とした。このグラフはあくまで考察を行うために

わかりゃすい数値を用いて作成したものであり,参考値である。

グラフの値は次のように定めたものである。棒グラフから 10時の削減量は24gとなり,

10時からⅡ時までの1時間の二酸化炭素の削減量が24gであることを表している。破線

のグラフは日照率であり,1日の中で1時間当たりの日照量が最も高い時問を 100%として

各時間の日照量を比率で表している。

化学基礎,化学
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(3)生物の環境応答に関する記述として間違ってぃるのは[三豆iヨである0

[1^の解答群
①動物において,眼や耳といった刺激を受容する器官を受容器という。

②動物の神経系は,得た情報を統合・処理したり,情報を瞬時に伝えることができ

る。

③動物の神経系には過去の経験を中枢に記憶しておき,活用するしくみがある。

④植物における刺激の受容は,葉や根といった特定の領域のみで行われる。

⑤植物の細胞には,植物ホルモンと特異的に結合する各種の植物ホルモンの受容体

が存在する。

⑥植物ホルモンは動物のホルモンとは異なり,合成する細胞や標的器官が多岐にわ

たることがある。
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2)次の植物のうち,光発芽種子でないものは[1^である。

[1^の解答群
①オオバコ カボチャ

④シロイヌナズナ マツヨイグサ

生物基礎,生物

3)いくつかの長日植物では,

に関わっている。

EI^の解答群
①アブシシン酸

④クリプトクロム

トクロムとともに[1^も光受容体として花芽形成フイ

シソ

レタス

エチレン

ジベレリン

オーキシン

フォトトロピン

(1)光合成は次の化学反応式で示される。反応式のα~dに入る係数の組合せで正しいも

のは[1^である。

化学基礎,化学

[1^の解答群

a c02 + hH20

α

③ 220

h

ーーーーヲ,

④ 250

(2)グラフから考えられる記述として間違っているものは[1^である。

[1^の解答群
①削減量の棒グラフにマイナスの値があるのは,スギが常に呼吸をすることにより

二酸化炭素を排出しているからである。

②光合成による吸収は日照率により変化する。

③日照率が増加すると,削減量も必ず増加する。

④二酸化炭素の吸収は主に昼間に起こってぃる。

⑤夜間には光合成による吸収より,呼吸による排出が上回る。

C

-43-

C C6H1206 + d 02

⑤ 720

12

d

-22-

(3)グラフから1日の1本のスギによる二酸化炭素の削減量は約1^gと見積もられる。

[1^の解答群
① 25 ② 90

①
②
③
④
⑤

2
 
6
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(4) 1本のスギにおいて1^gの二酸化炭素が光合成にすべて利用されたとすると,その
光合成により糖類は約1^g生成する。

[1^の解答群
⑤④③②① 150 720260220180

化学基礎,化学

(5)スギがグラフに示す削減量で光合成による吸収と呼吸による排出を毎日行っていると仮

定すると,2023年度の日本の二酸化炭素の排出量の1.0%を 1年間かけて削減するため

に必要なスギの本数は約[1^本である。ただし,スギ1本あたりの二酸化炭素の削減
量はすべて同じとする。

[1^の解答群
④ 1.2 × 108③ 4.5 × 109② 9.9 × 1010① 2.フ× 1010

、
、
、
、

800
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^^

(2)下図は光受容体のーつであるフィトクロムの吸収スペクトルである。フィトクロムは,

吸収する光の波長の違いにより,アの型からイの型へ,またイの型からアの型へ

と分子構造が相互に可逆的に変化する。

生物基礎,生物
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1)フィトクロムに関する記述として間違ってぃるのは[1^である。

[1^の解答群
①植物に広く存在する色素タンパク質である。

②アの型のフィトクロムは,脛の細胞におけるジベレリンの合成を抑制する。

③光発芽種子は,イの型のフィトクロムの割合が大きくなると発芽が抑制される。

④暗所ではアの型として細胞質基質内に存在するが,イの型になると核内に移

動する。

⑤アの型は不活性型,イの型は活性型と呼ばれる。
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